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令和３年（行コ）第４号 発電所運転停止命令義務付け請求控訴事件 

控訴人兼被控訴人（一審被告） 国（処分行政庁：原子力規制委員会） 

被控訴人（一審原告ら） Ｘ１、外１１２名 

控訴人（一審原告ら）  Ｘ51、外６名 

参加人 関西電力株式会社 

 

証 拠 説 明 書  

 

２０２５年７月１４日  

 

大阪高等裁判所 第６民事部ＣＥ係 御中 

 

          控訴人ら訴訟代理人  

弁 護 士  冠    木    克    彦 

 弁 護 士  武    村    二  三  夫 

 弁 護 士  大    橋    さ  ゆ  り 

 弁 護 士  髙    山         巌 

 弁 護 士  瀬    戸    崇    史 

 弁 護 士  谷         次    郎 
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号証 
標   目 

（原本・写しの別）  
作 成 
年月日 作成者 立 証 趣 旨 

備
考 

甲 

277 

大飯破砕帯有識

者会合（第2回評

価会合）の録画

映像 

（原子力規制委

員会のホームペ

ージにアップロ

ードされている

録画映像の抜粋 

開始から1:55:39

から1:58:38まで

の部分） 

写 

 

2012年11

月7日 

原子力規制

委員会 

島﨑委員は、2012年11月7日に

開催された有識者会合（第2回

評価会合）において、他の有識

者の専門的見地からの発言を鑑

みて、Ｆ－６破砕帯が捉えられ

るであろうトレンチの範囲をト

レンチ西側を含む３００ｍの長

さとしたこと。 

すなわち、トレンチを掘削する

場所（トレンチ西側を含む場所

）及び長さ（３００ｍ）が重要

であること。 

 

 


